
 

 

 

 

本年もよろしくお願いいたします 

校長 山根 淳一 

 

新春の候、地域・保護者の皆さまにおかれましてはいかがお過ごしでしょうか。 

日中はわりと暖かな日が続いた年末。大晦日こそ雨模様とはなりましたが、それ以外はお天気も良く、元日

には初日の出も見ることができました。２０２４年が穏やかに始まったと思っていた矢先、その日の夕方に、能登

半島を中心に襲った震度７の強い地震。また翌日には羽田空港での大きな事故。不安な気持ちや心配な気

持ち、いたたまれない気持ちで国全体が覆われた年明けでした。犠牲となられた方々とそのご家族には、深く

お悔やみ申し上げるとともに、被災された多くの方々へは、心からのお見舞いを申し上げますとしか今の私に

は言葉が見つかりません。 

 

今年は１７日間の冬休みでした。私は１２月２２日に「家の手伝いをしっかりとしてください」と子どもたちに伝

えましたが、どうだったでしょうか。家族の中で、役割を果たしていたでしょうか。 

小学生の家事手伝いについて、興味深い研究があります。令和４年２月に発表された 北海道教育大学旭

川校家庭科教育研究室 岡田みゆき氏と、北海道岩見沢東高等学校 杉浦 麻佑氏による 「小学生の家事

手伝いに関する研究」 では、その冒頭で「家の仕事を手伝うことは、子どもの様々な成長のみならず、将来、

充実した人生を送ることにもつながる重要な経験」であると述べられています。つまり、子どもの頃に「家事手伝

い」の体験が多い人ほど、大人になってからの「自尊感情」「共生感」「意欲・関心」「規範意識」「人間関係能力」

「職業意識」「文化作法・教養」といった体験の力が高いというのです。また「バスや電車で体の不自由な人や

お年寄りに席をゆずったこと」と子どもの頃「家の中の掃除や整頓を手伝ったこと」「食器をそろえたり片付けた

りしたこと」「家族で家の大掃除をしたこと」 との間には相関関係がみられ、そして「できれば社会や人のために

なる仕事をしたいと思う」ことと 「家の中の掃除や整頓を手伝ったこと」「家族で家の大掃除をしたこと」との間に

も相関関係が見られるとも述べられています。（北海道教育大学紀要（教育科学編）第 72 巻 第 2 号より一部

引用） 

そんな研究論文を読みながら、さて自分は子どもの頃、どんな手伝いをしていただろうと思い出してみました。

私がよく行っていたのはおつかいです。歩いて２０分程の所に市場があり、その中に入っている味噌屋さんに

味噌を買いに行くのがいつも私の役割でした。空になった容器を持って、お決まりの味噌を入れてもらい、目

方を量ってもらって代金を払っていました。また豆腐を買いに行くのも私の役目でした。市場の中には豆腐屋

さんもあり、ボウルを持って行き、木綿豆腐を二丁いつも入れてもらいました。近所の酒屋さんにビールを注文

しに行くのも私の役目でした。注文すると、翌日酒屋さんがケースに入った瓶ビールを自宅に配達してくれる

のですが、私が注文に行くたびにお店の方がご褒美と言って 10 円のチョコレートを一つくれるのが楽しみでし

た。 

 

子どもたちにとっては、自分に決められた役割があり、自分は役に立っていると実感することが、自己有用感

につながっていきます。そしてそんな子どもたちに対し、私たち大人は「どうもありがとう、とても助かったよ。」と

声をかけることが大切だと思います。 

本年度も保護者の皆さま方と共に、子どもたちを育てていきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいた

します。 
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